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新たなるまちづくりへの姿勢と
優先順位を考慮した予算を評価 

 

賛 成 

賛 成 

賛 成 

反 対 

各会派の総括意見 各会派の総括意見 各会派の総括意見 
平成19年度一般会計予算に対する 平成19年度一般会計予算に対する 

　平成19年度一般会計予算に対する各会派の意見表明が3月28
日に本会議場で行われましたので、その意見の内容（要旨）を
紹介します。下表は予算案に対する会派の態度表明です。   

○…賛成、×…反対 

自民クラブ 公明党 市民クラブ 日本共産党 無会派 

原案 ○ ○ ○ × ○2人 ×1人 

3月24日に川辺堀之内地
区で行われた、国道20号
バイパス開通式 

電線の地中化と
歩道の整備が終
わった日野駅東側
道路 

自 民  
クラブ  

公明党  

市 民  
クラブ  

日 本  
共産党  

名実ともに「日本一の子育てし
やすいまち」を目指して前進を 

住民の福祉の増進が自治体の役
割。慎重な行財政運営を求める 

赤字公債の削減方針を堅持し、
行財政改革遂行型予算の推進を 

我
が
国
の
経
済
は
、
自
民
、
公
明

の
連
立
政
権
が
進
め
た
構
造
改
革
に

よ
る
順
調
な
景
気
回
復
が
続
き
、
設

備
投
資
も
堅
調
で
あ
り
ま
す
。
そ
の

中
、
日
野
市
の
平
成
19
年
度
一
般
会

計
予
算
案
は
、
初
め
て
500
億
円
を
突

破
し
た
予
算
と
な
っ
て
い
ま
す
。
 

歳
出
で
は
、
子
育
て
支
援
、
教
育

関
連
事
業
な
ど
直
面
す
る
諸
課
題
へ

の
取
り
組
み
に
加
え
、
ま
ち
づ
く
り

の
基
盤
整
備
に
も
適
切
に
予
算
を
配

分
さ
れ
て
い
ま
す
。
 

ま
た
、
第
３
次
日
野
市
行
財
政
改

革
大
綱
実
施
計
画
を
策
定
し
、
財
政

健
全
化
に
向
け
、
さ
ら
に
着
実
に
取

り
組
ん
で
い
る
こ
と
な
ど
、
大
い
に

評
価
す
る
も
の
で
す
。
 

賛
成
す
る
主
な
理
由
は
、
第
１
に
、

ま
ち
づ
く
り
の
推
進
で
す
。
市
民
の

安
全
安
心
を
守
る
た
め
、
ま
た
、
防

災
の
観
点
で
も
、
道
路
整
備
な
ど
を

含
ん
だ
ま
ち
づ
く
り
は
重
要
な
も
の

で
あ
り
ま
す
。
 

第
２
に
、
市
民
の
健
康
福
祉
に
つ

い
て
で
す
。
百
草
園
駅
前
に
ミ
ニ
子

育
て
応
援
施
設
の
設
置
、
延
長
保
育

の
取
り
組
み
や
、
支
え
の
必
要
な
子

ど
も
た
ち
の
た
め
に
、
「
そ
だ
ち
あ

い
」
事
業
の
導
入
な
ど
、
充
実
し
た

事
業
の
取
り
組
み
が
行
わ
れ
て
お
り

ま
す
。
今
後
さ
ら
に
、
義
務
教
育
終

了
ま
で
の
子
ど
も
の
医
療
費
無
料
化

に
向
け
て
、
大
き
く
前
進
し
て
名
実

と
も
に
「
日
本
一
の
子
育
て
し
や
す

い
ま
ち
」
を
目
指
し
て
い
た
だ
く
こ

と
を
要
望
い
た
し
ま
す
。
 

第
３
番
目
に
、
教
育
費
に
つ
い
て

で
す
。
放
課
後
子
ど
も
プ
ラ
ン
に
つ

い
て
は
、
三
多
摩
26
市
中
、
い
ち
早

く
小
学
校
全
校
で
取
り
組
ん
で
い
る

こ
と
を
高
く
評
価
い
た
し
ま
す
。
 

今
後
、
必
要
な
行
政
サ
ー
ビ
ス
を

提
供
す
る
た
め
に
は
、
引
き
続
き
、

財
政
構
造
改
革
を
強
く
推
し
進
め
る

必
要
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
に
も
、

公
明
党
が
提
案
し
て
い
る
新
公
会
計

制
度
の
導
入
を
要
望
し
て
、
意
見
と

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
 

２
０
０
７
年
度
日
野
市
一
般
会
計

予
算
は
、
歳
入
歳
出
515
億
円
と
、
当

初
予
算
と
し
て
は
初
め
て
500
億
円
の

大
台
を
超
え
る
も
の
と
な
り
ま
し
た
。
 

歳
入
で
は
、
景
気
回
復
に
伴
う
法

人
市
民
税
が
６
億
円
の
増
、
固
定
資

産
税
、
都
市
計
画
税
の
増
が
４
億
円

に
対
し
、
昨
年
か
ら
実
施
さ
れ
た
各

種
控
除
の
廃
止
な
ど
、
高
齢
者
へ
の

課
税
強
化
に
よ
る
税
収
増
は
、
今
年

度
２
億
９
千
万
円
に
上
る
と
見
込
ま

れ
て
い
ま
す
。
 

歳
出
で
は
、
小
・
中
学
校
の
建
設

費
が
、
前
年
度
比
50
％
の
大
幅
増
と

な
っ
て
い
ま
す
。
学
校
校
舎
の
耐
震

補
強
工
事
の
完
了
を
評
価
す
る
と
と

も
に
、
引
き
続
き
屋
内
運
動
場
の
耐

震
補
強
、
ト
イ
レ
の
改
修
な
ど
環
境

整
備
を
急
ぐ
よ
う
要
望
い
た
し
ま
す
。
 

も
う
一
つ
予
算
の
伸
び
が
目
立
つ

の
は
、
団
塊
世
代
の
職
員
の
退
職
者

が
ピ
ー
ク
を
迎
え
、
退
職
手
当
が
前

年
度
比
2.3
倍
の
９
億
２
千
万
円
が
計

上
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
す
。
全
体
の

奉
仕
者
と
し
て
の
経
験
、
知
識
の
蓄

積
が
し
っ
か
り
と
継
承
さ
れ
る
よ
う

願
う
も
の
で
あ
り
ま
す
。
 

こ
う
し
た
中
、
今
、
日
野
市
は
財

政
運
営
を
め
ぐ
っ
て
、
「
住
民
の
福

祉
の
増
進
」
と
い
う
自
治
体
の
大
道

を
歩
む
の
か
ど
う
か
と
い
う
大
き
な

岐
路
に
立
た
さ
れ
て
い
る
と
考
え
ま

す
。
福
祉
や
医
療
、
教
育
や
子
育
て

支
援
な
ど
、
行
政
需
要
の
増
大
は
必

至
で
あ
り
、
慎
重
な
行
政
運
営
が
求

め
ら
れ
る
と
こ
ろ
で
す
。
私
ど
も
が

予
算
組
み
替
え
要
求
の
中
で
、
七
生

支
所
の
移
転
に
伴
う
施
設
借
上
経
費

や
市
民
の
森
ふ
れ
あ
い
ホ
ー
ル
設
計

費
の
削
減
を
要
求
し
た
の
も
そ
う
し

た
理
由
か
ら
で
す
。
特
定
の
施
設
だ

け
に
予
算
を
使
っ
て
、
他
に
し
わ
寄

せ
が
い
く
こ
と
は
な
い
の
か
等
を
再

検
討
し
、
ま
た
、
第
４
次
基
本
構
想

の
精
神
に
立
ち
返
っ
て
地
域
住
民
と

の
情
報
の
共
有
化
を
図
り
、
問
題
の

解
決
に
当
た
ら
れ
る
よ
う
強
く
要
望

し
、
意
見
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
 

 

馬
場
市
政
が
誕
生
し
て
10
年
が
過

ぎ
、
平
成
19
年
度
一
般
会
計
予
算
に

は
、
新
た
な
る
ま
ち
づ
く
り
の
始
ま

り
に
し
た
い
と
い
う
思
い
が
込
め
ら

れ
て
い
ま
す
。
 

歳
入
は
、
市
税
収
入
が
、
個
人
市

民
税
で
前
年
度
比
16
・
５
％
、
18
億

５
千
833
万
円
増
、
法
人
市
民
税
が
、

前
年
比
27
・
１
％
、
６
億
191
万
円
の

増
と
改
善
し
て
お
り
ま
す
が
、
財
政

状
況
厳
し
い
折
、
よ
り
一
層
の
財
源

確
保
の
た
め
の
努
力
を
、
全
庁
挙
げ

て
お
願
い
し
ま
す
。
 

歳
出
は
、
18
年
度
当
初
予
算
と
比

較
し
ま
す
と
、
教
育
費
、
総
務
費
、

衛
生
費
が
増
。
民
生
費
、
土
木
費
、

消
防
費
が
減
、
公
債
費
は
同
じ
と
な

っ
て
い
ま
す
。
 

い
か
に
最
小
の
経
費
で
最
大
の
サ

ー
ビ
ス
が
市
民
に
提
供
で
き
る
か
が

問
わ
れ
て
い
る
中
、
め
り
張
り
を
つ

け
優
先
順
位
に
考
慮
し
た
予
算
編
成

と
な
っ
て
い
る
も
の
と
評
価
い
た
し

ま
す
。
 

今
年
度
市
政
の
メ
ー
ン
テ
ー
マ
は

「
藝
術
文
化
の
薫
る
ま
ち
」
で
あ
り

ま
す
。
年
末
に
開
催
が
予
定
さ
れ
る

第
九
の
合
唱
は
、
市
民
直
接
参
加
型

イ
ベ
ン
ト
で
あ
り
、
参
加
者
が
芸
術

文
化
の
す
ば
ら
し
さ
を
実
感
し
、
感

動
を
す
る
事
業
と
評
価
し
ま
す
。
 

市
長
は
、
サ
ブ
テ
ー
マ
を
「
子
育

て
と
健
康
の
要
は
、
食
育
に
あ
り
」

と
し
、
食
育
推
進
に
積
極
的
に
取
り

組
む
と
し
て
い
ま
す
。
と
り
わ
け
朝

ご
飯
の
重
要
性
や
食
事
時
の
家
族
と

の
対
話
を
重
視
、
推
進
す
る
こ
と
は

共
感
す
る
と
こ
ろ
で
す
。
多
く
の
人

に
語
り
か
け
て
い
た
だ
き
、（
仮
称
）

食
育
推
進
計
画
・
食
育
推
進
条
例
制

定
に
向
け
て
、
邁
進
し
て
い
た
だ
き

た
い
と
思
い
ま
す
。
 

以
上
、
自
民
ク
ラ
ブ
が
予
算
要
望

し
た
施
策
が
随
所
に
反
映
さ
れ
て
お

り
、
来
年
度
の
ま
ち
づ
く
り
に
寄
与

で
き
た
と
考
え
て
い
ま
す
。
今
後
も
、

市
民
の
ニ
ー
ズ
に
こ
た
え
る
べ
く
努

力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
 

平
成
19
年
度
一
般
会
計
予
算
は
、
 

515
億
円
で
前
年
度
当
初
予
算
に
比
較

し
て
、
5.4
％
増
で
あ
り
ま
す
。
２
年

連
続
の
増
額
予
算
と
な
っ
て
い
ま
す
。
 

歳
入
で
は
、
市
税
が
、
全
体
で
298

億
４
千
324
万
円
と
な
り
、
前
年
度
比

10
・
９
％
増
の
プ
ラ
ス
に
転
じ
た
こ

と
、
ま
た
職
員
退
職
手
当
基
金
の
繰

り
入
れ
に
よ
る
繰
入
金
も
増
額
の
要

因
の
一
つ
で
あ
り
ま
す
。
し
か
し
な

が
ら
、
借
金
を
未
来
に
残
さ
な
い
と

い
う
観
点
か
ら
、
赤
字
公
債
を
積
極

的
に
削
減
す
る
方
針
を
今
後
も
堅
持

す
る
こ
と
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
 

歳
出
は
、
第
３
次
日
野
市
行
財
政

改
革
大
綱
や
集
中
改
革
プ
ラ
ン
に
沿

っ
た
行
財
政
改
革
遂
行
型
予
算
を
基

調
と
し
て
、
引
き
続
き
子
育
て
支
援

サ
ー
ビ
ス
の
充
実
や
健
康
づ
く
り
推

進
事
業
の
推
進
、
学
校
環
境
の
整
備

や
障
害
者
支
援
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
、

道
路
の
整
備
、
食
育
の
推
進
な
ど
、

重
点
を
置
い
た
予
算
配
分
と
な
っ
て

お
り
、
日
野
市
の
重
点
事
業
に
積
極

的
に
取
り
組
む
予
算
と
し
て
評
価
で

き
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。
 

総
務
費
で
は
、
ド
ラ
イ
ブ
レ
コ
ー

ダ
ー
の
設
置
が
予
算
化
さ
れ
、
庁
用

車
の
交
通
安
全
対
策
の
新
た
な
施
策

と
し
て
評
価
す
る
も
の
で
す
が
、
こ

れ
ま
で
の
交
通
事
故
発
生
状
況
の
デ

ー
タ
を
分
析
し
て
原
因
を
抽
出
し
、

新
た
な
施
策
展
開
へ
結
び
つ
け
る
こ

と
を
要
望
い
た
し
ま
す
。
 

衛
生
費
で
す
が
、
小
児
救
急
の
拡

充
に
つ
い
て
は
、
引
き
続
き
緊
急
課

題
と
し
て
取
り
組
ん
で
い
た
だ
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。
 

教
育
費
で
は
、
教
育
内
容
の
充
実

に
向
け
て
、
学
校
Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
教
育

の
環
境
整
備
が
進
ん
で
お
り
、
新
た

な
教
育
方
法
と
し
て
期
待
の
高
い
事

業
で
す
。
ま
た
、
図
書
館
の
無
休
化

に
つ
い
て
は
、
今
後
も
引
き
続
き
検

討
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
 

以
上
、
要
望
も
添
え
て
、
市
民
ク

ラ
ブ
の
賛
成
意
見
と
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。
 

ま
い
し
ん
 


